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安全・安心フォーラム 
～除染の推進に向けて～ 

基調講演 
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①敷地境界付近の線量率の推移 ②放出量評価 
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福島第一原子力発電所境界付近の線量率 
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 放射性物質 

福島第１での想
定排出量（原子
力安全保安院） 

（参考）チェルノブ
イリでの放出量 

ヨウ素131(a) 16万テラＢｑ 180万テラＢｑ 

セシウム137 1万5千テラＢｑ 8万5千テラＢｑ 

(ヨウ素換算値)(b) 60万テラＢｑ 340万テラＢｑ 

（ａ）＋（ｂ） 76万テラＢｑ 520万テラＢｑ 

 １．福島県の汚染状況       

  （１）放射性物質の放出量等 
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  （２）空間線量率の状況 
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空間線量率
毎時

追加被ばく線量
年間

うち警戒区域・計
画的避難区域

＜0.23μ Sv ＜１mSv

１mSv≦

分布

0.23μ Sv≦
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  （３）土壌汚染の状況 



 ２．福島県における除染の取組み 
  （１）除染の仕組み 
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主体 計画
除染
手法

財政
措置

市町村
（町内会）

不要 局所的

市町村
国：国有施設

県：県有施設

等

市町村
計画

面的

うち警戒区域・計
画的避難区域

国 国計画 面的 国

１．０ｍＳｖ～

１．０ｍＳｖ未満

線量の分布
（年間相当値）

県基金



  （２）除染の対象（国実施分を除く） 
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その他

住宅（戸）
県営住宅

農地等
（ha）

森林他
（ha）

１．０mSv～ 607,185 119,391 229,564

対象

生活圏



 ３．福島県の挑戦 
  （１）除染に関する理解を深める取組み 

 県民の皆さんが抱いている放射線の
影響や除染に関する不安や疑問を解消
し、安全・安心を醸成する。 
 

○安全・安心フォーラムの開催 
 ・日程等：H23年11月～ 
   県内4方部で4回開催予定 
 ・対象者：一般県民 約2,000人 
 
○地域対話集会の開催支援 
 ・日程等：H23年10月～ 
   町内会等単位での集会に専門家を 
   派遣 
 ・対象者：一般県民 
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田中 知  会 長 
（県除染アドバイザー） 

 

福島環境支援事務所長 
  

（県除染アドバイザー） 

「 除染情報プラザ」 
日本原子力学会 

日本原子力研究
開発機構(JAEA) 

 
○ 除染計画の策定 
○ 面的除染の実施 
○ 仮置場の確保 

 
○ 局所的除染の実施 
○ 地域対話集会の開催 

町 内 会 等 市 町 村 

 
○ 面的除染の実施 

除 染 事 業 者 

       県民、地域住民 

○ 除 染 技 術 
○ 除染資機材等 

○除染専門家     150名 
○専門ボランティア 
 （コープふくしま）  120名 
○一般ボランティア 

  （コープふくしま）  650名 

連携 

連携 

連携 

契約 

情報提供・発信機能 人材派遣機能 

 
 
 
 

  （２）除染に関する技術的支援① 

除染情報プラザの設置 
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線量低減化対策に係る手引き 

  （２）除染に関する技術的支援② 
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１ 事業の概要 
  家屋、道路、農地、森林等を含 
 む区域を面的に除染することに 
 より、除染対象ごとの線量低減 
 効果を検証する。 
  また、検証結果に基づき、今後、 
 市町村が面的除染を進める際の 
 手引き等を作成する。 
  

２ 実施場所及び面積 
  福島市大波地区 約１０ｈａ 
  

３ 事業期間 
  平成23年11月～平成24年2月 
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面的除染モデル事業 

  （２）除染に関する技術的支援③ 



  （３）除染事業者等の育成 

○除染業務講習会の開催 
 ・日程等：H23年10月～ 
   県内5方部で15回開催予定 
 ・対象者：除染業務従事者 
   約3,000人 
 
○除染説明会の開催 
 ・日程等：H24年1月～ 
   県内7方部で30回開催予定 
 ・対象者：地域の除染ﾘｰﾀﾞｰ等  
   約1,500人 
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除染なくして復興なし  
福島に生まれて、福島に育って、福島で働いて、 
福島で結婚して、福島で子供を産んで、福島で子供を育てて、 
福島で孫を見て、福島でひ孫を見て、福島で最後を過ごす。 
それが私の夢なのです。 
 

 第35回全国高等学校総合文化祭開会式「ふくしまからのメッセージ」より 
 

 
 
 
 

一刻も早くふくしまの「ほんとうの空」を取り戻すため、 
わたしたちは、これからも挑戦を続けていく覚悟です。 
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